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マテリアルハンドリングシステムが環境負荷ゼロで動く世界を実現します。

重要テーマ

ダイフクグループが取り組む 
重点領域

気
候
変
動資源循環の促進

目指す姿

循環型社会の実現

気
候
変
動

気候変動への対応
目指す姿

サプライチェーン全体で 
CO2排出ゼロ

気
候
変
動

自然との共生
目指す姿

自然資本に与える
負の影響ゼロ

*  人々に便益をもたらす自然由来の資源（植物、動物、大気、水、土壌、鉱物など）を指し、企
業や社会には、これらの資源を持続可能な形で使うことが求められています。
 気候変動が自然資本を毀損している一方で、自然資本の持続可能性を向上させること
が、温暖化ガスの吸収や気候変動による自然災害の軽減などにつながります。

世界が取り組むべき 
重要テーマ

世界が取り組むべき 
重要テーマ

気候変動 自然資本*
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「モノを動かし、心を動かす。」という経営理念のもと、世界中の人々が心豊かに生きられる社会を創造するためには、健全な地球環境を守ることが 
前提であり、気候変動をはじめとする環境課題への対応は、極めて重要な経営課題です。ダイフクグループは、サプライチェーン全体で企業としての 
責任を果たすとともに、私たちが創造したい未来の社会を見据え、本ビジョンの実現を目指します。

気
候
変
動

資源循環の促進
目指す姿

循環型社会の 
実現

水をはじめとする資源の持続可能

な利用と使用量削減に努めます。ま

た、製品の長寿命化や生産拠点か

ら排出される廃棄物量の最少化、

使用済み製品・部品のリサイクル拡

大などにより循環型社会の形成に

貢献します。

気候変動自然との共生
目指す姿

自然資本に与える
負の影響ゼロ

事業活動が地球環境に与える影響

を把握したうえで、生態系サービス

の持続可能な利用と生物多様性の

保全に努めます。大気・水・土壌な

ど自然資本への負の影響の最小化

を図り、ステークホルダーとともに

自然との共生を実践します。

脱炭素社会の実現に貢献する製

品・サービスの開発・提供、グループ

拠点およびサプライヤーにおける

エネルギーの効率的な利用、再生

可能エネルギーの導入などにより、

事業活動に伴うCO2排出量をサプ

ライチェーン全体でゼロにします。

気
候
変
動

気候変動への対応
目指す姿

サプライチェーン全体で 
CO2排出ゼロ
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